
0

SDGs未来都市等進捗評価様式（案）

北海道ニセコ町

2019年X月

取組タイトル 北海道ニセコ町SDGs未来都市

自治体SDGsモデル事業名 NISEKO生活・モデル地区構築事業
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SDGs未来都市等進捗評価様式（案）

１．全体計画

2030年のあるべき姿
の実現に向けた
優先的なゴール

計画タイトル

2030年のあるべき姿

北海道ニセコ町 SDGs未来都市計画

環境を生かし、資源、経済が循環する自治のまち「サスティナブルタウンニセコ」の構築

経済 社会 環境

ゴール８ ターゲット8.3
ゴール９ ターゲット9.4、9.b
ゴール15 ターゲット15.1

ゴール16 ターゲット16.6
ゴール17 ターゲット17.17

ゴール7 ターゲット7.2、7.3、7.a
ゴール11 ターゲット11.3、11.7、11.b

自治体SDGsの情報発信・普及啓発の取組状況・課題
○○○○

優先的なゴール、
ターゲットに関する

KPI

＃ 指標名 当初値 2018年 2030年 進捗や課題等のコメント

１ 地域経済牽引事業の新規事業件数（又は類する事業） 2017年12月：0件 XXXX 2030年：7件 XXXXXX

2 先端設備等導入計画の認定件数（又は類する事業） 2018年6月：0件 XXXX 2030年：12件 XXXXXX

3 「住民参加」「情報共有」の満足度（100点満点中） 2015年度：47点 XXXX 2030年：70点 XXXXXX

4 「連携によるまちづくり」の満足度 2015年：50点 XXXX 2030年：75点 XXXXXX

5 温室効果ガス総排出量（CO2換算） 2015年度：
62,327ｔ-CO2 XXXX 2030年：

25,781ｔ- CO2 XXXXXX

6 ニセコ生活を象徴する生活空間の形成 2018年6月：0件 XXXX 2030年：1件 XXXXXX

各種計画への反映状況や課題
○○○○

2018年度

指標1 指標3 指標4 指標5 指標6

150%
100%

50%
0%

指標2

有識者のコメント
○○○○

地方創生・地域活性化への貢献
○○○○
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SDGs未来都市等進捗評価様式（案）

１．全体計画

自治体SDGsの
推進に資する
取組の

2020年のKPI

取組名 ターゲット 指標名 計画当初 2018年 2020年 現在の評価（％） 進捗や課題等のコメント

(１)地域連携による雇用創
出及び人材育成の取組 8.3

しりべし「まち・ひと・しごと」
マッチングプラン推進事業に
よる年間就業者数

2017年度：
13人 XXXX 2020年：

15人

(２)農地の再編整備を進め、
農畜産物のブランド化を進め
る取組

9.4、9.b
道の駅「ニセコビュープラザ」
の直売所でのニセコ町産農
産物の売上

2017年度：
294百万円 XXXX 2020年：

311百万円

(１)まちづくり基本条例に位
置づけた「住民参加」「情報共
有」の満足度

16.6 「住民参加」「情報共有」の
満足度

2015年度：
47点 XXXX 2020年：

60点

17.17 「連携によるまちづくり」の満
足度

2015年度：
50点 XXXX 2020年：

60点

(１)３重点分野の取組を中
心に環境モデル都市アクション
プランを推進

7.2、7.3、7.a 温室効果ガス総排出
（CO2換算）

2015年度：
62,327ｔ-
CO2

XXXX
2020年：
48,972ｔ-
CO2

11.3、11.7、
11.b

象徴的新庁舎
（ZEBReady）の建設

2018年度：
0件 XXXX 2020年：

1件

2018年度

経
済

社
会

環
境
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SDGs未来都市等進捗評価様式（案）

２．自治体SDGs推進モデル事業

課題・目標設定

自治体SDGs推進モデル
事業名

モデル事業の概要

NISEKO生活・モデル地区構築事業

経済面では「稼ぐ力」を強化し、社会面では安心して住み続けられる住環境と地域コミュニティの形成を目指し、環境面では省エネ・再エネ導入による資源循環を目指す。
統合的取組に位置づけた「NISEKO生活・モデル地区形成事業」は、経済、社会、環境ともに網羅した暮らしの質の向上が図られる事業であり、観光のみならず、生活面でもニセコ町のブランド価
値を一層高める。

三側面ごとの
取組・事業と

KPI（2020年）
①新設事業所数

①集合住宅建設時の町独
自固定資産税減免対象
件数

②地域運営組織の検討・
導入

①ニセコ町環境負荷低減モ
デル集合住宅整備促進
補助事業の年間申請件
数

0%

0件

100%50%

20件10件

取組内容 XXXXXXX XXXXXXX XXXXXXX

当該年度の
取組状況の評価と
今後の課題

XXXXXXX XXXXXXX XXXXXXX

2018年度

１ ＪＲニセコ駅前への面的地域熱供給の導入事業
２ 環境に配慮した個別・集合住宅の建設促進事業
3 環境配慮型象徴的新庁舎の建設

環境

0%

0戸

100%50%

1５戸7戸

１ 観光目的税の導入検討・実施事業
２ 創業支援・企業進出支援事業
３ 水道等、基礎的インフラの整備

経済

１ 住宅不足解消対策として、集合住宅建設時の固定資
産税減免対策

２ ローカルスマート交通構築事業
３ 情報共有・住民参加を基にした新たな自治活動の展開
４ 防災対策の拠点となる防災センターの整備（新庁舎と
一体整備）

社会

０件

100%50%

８件

0%

4件

０件 1件0件
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自律的好循環に向けた取組状況・その他関連した成果
○○○○

ステークホルダーとの連携状況
○○○○

自治体SDGsモデル事業の普及展開状況
○○○○

有識者からの取組に対する評価
○○○○

SDGs未来都市等進捗評価様式（案）

２．自治体SDGs推進モデル事業
三側面をつなぐ
統合的取組
（自治体

SDGs補助金
対象事業）

取組
内容

2018
年

当該年度の取
組状況の評価

XXXXXX

（１）
NISEKO生活・モデル地区構築事業
エネルギーや建築の専門家集団であるクラブヴォーバンとの連携の下に、世界に発信する「NISEKO生活・モデル地区構築事業」を進め、①
企業の働き手不足を解消し、②地元零細工務店の人材育成により、燃費性能が高く、防災に優れた住宅建設のノウハウを地元が獲得す
ることで、環境負荷の低減と、地元が投資の受け皿となり経済の内部循環を図る。

XXXXXX

三側面をつなぐ
統合的取組
による相乗効果

経済→環境 経済→社会 社会→環境環境→経済 社会→経済 環境→社会

2018 
年度の
目標
に対する
達成度

2020年
に対する
達成度

2018年度

指標1 指標3 指標4 指標5 指標6

150%
100%

50%
0%

指標2

＃ 指標名 当初値 2018年 2030年 進捗や課題等のコメント
１ 新設集合住宅 2018年4月：

0棟 XXXX 2020年：
10棟 XXXXXX

2 温室効果ガス総排出量（CO2換算） 2015年度：
62,327ｔ-CO2 XXXX 2020年：

48,972ｔ-CO2 XXXXXX

3 総人口（住民基本台帳） 2018年１月：
5,227人 XXXX 2020年：

5,287人 XXXXXX

4 平成２７年度からの住宅整備戸数 2018年２月：
133戸 XXXX 2020年：

250戸 XXXXXX

5 エコポイント制度参加者 2018年3月：
5件 XXXX 2020年：

60件 XXXXXX

6 総人口（住民基本台帳） 2018年１月：
5,227人 XXXX 2020年：

5,287人 XXXXXX

指標1 指標3 指標4 指標5 指標6

150%
100%

50%
0%

指標2
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